資料３
平成27年度長久手市市内一斉防災訓練の結果（概要）について


１　訓練方針
　　市内で、震度6強の地震が発生したとの想定の下、会場（小学校）ごとに住民が主体と
なり防災関係団体、市職員が協力し一斉に訓練を実施する。

　　○　今年度の重点項目　　
⑴　大学生の参加拡大とＰＴＡの参加
⑵　避難行動要支援者への対応
⑶　参加者体験型訓練の充実

２　防災訓練開催日時
　　平成27年11月15日（日）　9時00分から11時00分
　　
３　訓練会場
　　市内６小学校（長小、西小、東小、北小、南小、市が洞小）

４　参加者数　　
　
	学校名
	　昨　年　
	今　年
	増　減

	長　小
	８０４人
	７４２人
	－　６２

	西　小
	３４６人
	４９０人
	＋１４４

	東　小
	２８３人
	２８７人
	＋　　４

	北　小
	４６４人
	３７２人
	－　９２

	南　小
	５８４人
	６４１人
	＋　５７

	市が洞小
	４４３人
	３７１人
	－　７２

	合　計
	２，９２４人
	２，９０３人
	－　２１

	参加団体
	２８４人
	４０９人
	＋１２５

	職　員
	１７１人
	１４６人
	＋　３０

	総　計
	３，４８３人
	３，４６２人
	＋１３４　







５　防災訓練の実施状況
⑴　大学生の参加拡大とＰＴＡの参加
　昨年大学生の参加は２校３９名（愛知淑徳大、愛知医科大学看護学部）であったが、今年は愛知淑徳大学、愛知医科大学看護学部の学生のほか、名古屋商科大学学生による運営側の支援、近隣の大学生で構成されたDo Nabe net inあいちの参加等９７名の大学生の参加を得ることができた。また、ＰＴＡについても４校２３名（西小、東小、南小、市が洞小）の参加とそれぞれ参加の拡大を図ることができたが、いずれも調整開始時期がやや遅かったため、来年はそれぞれの行事の中に防災訓練を入れていただけるよう早めに調整をする必要がある。
⑵　避難行動要支援者への対応
　　民生委員児童委員４９名による避難行動要支援者の安否確認訓練が行われ、避難行動要支援者名簿全体の約６０％にあたる７３７名の安否確認を実施することができたが、民生委員児童委員一人が担当する対象者の数が多く、自治会等の連携の必要性が明らかになった。また、手話ボランティアによる手話・筆談が行われ、車椅子の障害者に対する支援も連合会、ボランティアにより円滑に実施することができた。
⑶　参加者体験型訓練の充実　
　　　参加者が訓練を楽しみやすくするため３校（西小、東小、市が洞小）によるスタンプラリーの導入、消防団によるバケツリレー、アレルギー対応の炊き出し訓練、シェイクアウト訓練を実施など充実を図ることができた。
　⑷　安否確認のための取組み
　　　西小の打越・久保山地区の無事カード、長小の桧が根地区の黄色の布、南小の校区全域での黄色のタオルを使用したそれぞれの家庭の無事を知らせる安否確認に対する取組みを行った。

６　防災訓練参加者の主な意見
⑴　昨年に比べ全般的には自治会連合会等、参加関係機関が積極的に防災訓練に取り組んで頂き多くの成果を得ることができた。
⑵　雨天時の訓練のあり方を事前に検討しておく必要がある。
⑶　こうした訓練は毎年継続して実施して欲しい。

７　来年度の防災訓練の日時
　　平成28年11月20日（日）








